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井穴刺 絡 によ る所謂50肩 の治験例

横浜市　浅見鉄男

50才前後 に多 く発生す る原因不明と言 われ

る50肩 には、大半の患者 は其の痛み及 び長期

間(半 年～2年)治 らない頑固さには泣 かさ

れているのが現状です。

先生方の中には其の経験 を持たれて診療 に

困 うた方 もいることと思います◎

たまたま、数例の患者を治療す ることによ

り、其の原因並びに治療 に対 して、些の新知

見を得 ましたので報告 し、先生方の御批判を

御 ぎた く筆をとりま した。

最近診た患者を報告 しましょう。

症例

世田○○ ♀74才

初診1995.10。27

主訴 気管支瑞息50肩

30年前か ら喘息 に悩み、来院 した患者で、

其の治療途中(1995、11.6)に50肩 を併発

し、右肩痛と運動制限を訴え、夜 も眠れな

いほどの症状を呈 し何 とか して下さいと泣

きっかれた患者を診 る仕末になりま した。

治 療

井刺左右H,F,(視 床下部副交感神経抑制

作用)を 行 う。

治療後、右50肩 の痛みが半減 し、而 も肩 を

少 し動かせるようにな った という◎

8/x1右50肩 の痛み殆んど良 くなる◎

治療 左右HsF5

10/x1右50肩 の痛みとれ、治 った状態 にな

る。肩 も思 うように動かせるという。

小括

1995.11.6《 》1995.11.10

5日 間5回 治療50肩 完治

其の後(1995.11.14)の 時点で痛 み全 く治

り喜んでいる◎

註 二喘息 の症状 も同時に30%位 軽快 している。

喘息の治療 は目下継続中です。

此の間、内服薬、注射、針治療は行 ってい

ない。以上 は最近の一例です。

当院の今迄の50肩 患者数例にっいて其の状

況を説明 し、50肩 の原因及 び治療法を報告 し

50肩 に対す る解説 を しよ うと思 います◎(表

1)

10数例の50肩 患者の中か ら、ランダムに抽

出 した5例 にっ いて其の発病原因及び治癒機

序にっいて説明 します◎

表1の 如 く、患者の年令は50才 前後、男性

4名 、女性1名 、発病は長い人で2年 前から、

短い人は1ケ 月前で、既往歴 には じんま疹、

花粉症、低血圧等。又家族歴 として子供に花

粉症、 じんま疹等のア レルギーに関係 した病

症を持 っていることが分 る。

治療期間は、8日 ～35日 間 治療回数5～

9回 、平均7日 間で治 って います。

治療に当り左右H5F5井 刺のみで薬剤其の

他の物理的治療 は していません。

考察

50肩 の患者 は、50肩の症状以外にアレルギー

症の経験者であ り、又家族歴 にもア レルギー

患者がいることが多い。治療に井刺左右Hs

F5で 、全例が治 っている点か ら、本症はア レ

ルギー性関節炎 と考え られ る。

50肩がア レルギーによると考 えついた動 機

について

たまたま花粉症患者の治療 に左右HsF5井
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刺を したところ、患者がf実 は今朝か ら左肩

痛で困 っていたところ、今の先生の治療 で痛

みが半分以上治った」 と言 うのを聞いて、そ

れ以後50肩 の患者に左右H5F,井 刺を行 うと

皆同 じ様 に治ることが分り、50肩はアレルギー

によると考えるようになった。

註

50肩 患者の治療が終 ると大半 は療みが止 る

が、時には痛みが少 し残 るという患者 がい

る◎この痛みの原因は、長期間50肩 を治 し

ていないために、肩関節に傷がっいて関節

痛を起 したのではないか と考 えるようにな

り、其のための治療として、肩痛部位を通

る経絡が陽経の場合には井刺H4H,H6、 陰

経の場合 にはHtH,H,井 刺を行 うと痛み

が非常に良 くなることが分 った。それ故に、

50肩 に対 しては、治療に2通 りあるという

ことを念頭において頂 きたい。

まとめ

所謂50肩 の患者を診 たときの態度(心 情)

1)患 者が50肩 以外の症状を持 っているか否

かを確 める◎例えば、 じんま疹、花粉症を

過去に持 ったか、或 は現在 アレルギー症 が

あるか、又 は家族歴 にア レルギー患者が居

るか否かを確め、 もしア レルギーに関係 し

た症状があれば、現在 の肩痛 はア レルギー

によるものと考 え治療を行うのが重要な こ

とである。

2)現 在50肩 の治療 に当り、一般に病 態解剖

学的に考えているか ら治 らないので ある◎

病態生理学的に考えれば副交感神経異常へ

進むにより発生するということが分 る◎従 っ

て治療 として左右HsF5井 刺を行えば治る

ものである。

3)ア レルギー素質を持 った人が50肩 を訴え

たら、アレルギー治療即ち左右H,F5を 行

えば治 りが早 い。

4)症 例 世 田○○ ♀74才 の病症 をもう

一度見て参考 に して下さい。

以上

本論文は1995.10.23日 本良導絡医学学術

大会仙台会場にて発表 した論文 に多少加筆 し

た◎

言己1995.11。15

表1井 穴刺絡による所謂50肩の治験例


